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                ＺＣ訪問多治見ＬＣ・多治見陶都ＬＣ合同例会     2019年 7月 18日 
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◎会長歓迎挨拶   多治見ＬＣ会長Ｌ.加納由喜 

 皆さん今晩は、私この度 多治見ライオンズクラブ第 60 代会長を拝命いたしましたＬ.加納由喜と

申します よろしくお願い申し上げます。 

本日はＺＣ訪問合同例会ということで、日比野碩治郎ＺＣ、岡山賢司ＺＣＡ、山田輝幸ＺＣＡ の皆様 

本当に足もとの悪い中おい忙しい中、お越しいただきましてありがとうございました。 

今年一年ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。 

さて、この多治見の地に籍を置きます多治見ライオンズクラブ・多治見陶都ライオンズクラブ この 2

つのクラブが、時には切磋琢磨し、時には協力をしあいながら地域に貢献していくこと これは素晴

らしいことだと思っております。そしてこの合同例会がこの二つのクラブのより一層の相互理解を深

め そしてそれが新たなそして進化するアクティビティ、地域貢献に繋がっていけばと思っておりま

す。 今後共よろしくお願いしたいと思います。 

最後になりますがこの会場設営いただきました、多治見陶都ライオンズクラブの皆様に感謝申し上

げます。簡単ではありますが、挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎会長歓迎挨拶  Ｌ.宮嶋茂年 

 改めまして今晩は、今日は、多治見に警報がでておりまして、非常にこの雨の中、足もとの悪い中、

お越しくださいまして本当にありがとうございます。この度、私第 28 期の会長を拝命いたしました、

Ｌ.宮嶋茂年でございます。どうかよろしくお願いいたします。 

本日は、ＺＣ日比野碩治郎Ｌ、ＺＣＡ岡山賢司Ｌ、ＺＣＡ山田輝幸Ｌをお招きいたしまして合同例会を

開催いたします。 

当クラブの奉仕を紹介をさせていただきます。当クラブは“We Serve”の心で奉仕活動をしてまいり

ました。 これからも継続事業につきましては、より一層 末長い活動を願って また、今年は令和１

年ということで新しい事業として 日本はもとより世界中で問題になっているプラスチックゴミを削減

しようというような大きな動きがございます。 

いったん世にでたプラスチックゴミが、劣化と細粒化を繰り返しながら、海中生物をとおして最終的

には、人体に入ると 悪影響を及ぼすといわれております。 

今年の大阪のサミットでも 重要課題となっております。 海に出る前にゴミを拾う活動、ゴミをださな

い活動 みんなでごみに対する意識改革を  そのような活動を実施していきたいと思います。 

先日の会長・幹事連絡会議で ＺＣ日比野碩治郎Ｌ、３Ｚ全クラブに対してやっていこうと投げかけ

ていただきまして、ゾーンの皆様にご理解・ご賛同をいただいております。 

当クラブにおきましては、１０月 20 日（日）に土岐川の支流であります、大原川の清掃を予定してお

ります。 

多治見ライオンズクラブにおかれましても 当日参加予定をしていただけるということで 大変ありが

たいでと思っております。 

もう一つ 我々クラブはゴミを出さない活動として、 今日会場にお見えの皆様に エコバックを会員

の方に持っていただいて、ビニール袋を使用しないことからやりたいと思っております。 

 地域としてできることを少しずつやっていきたいと思います。こんな活動 地域から日本全体・世

界中に広がって 最後には世界中を綺麗にしていく 国の方針にも従って活動していきたいと考え

ております。 

簡単ではございますが挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

◎ＺＣ挨拶 L.日比野碩治郎挨拶 

改めまして今晩は、大変天気の悪い中出席いただきましてありがとうございます。 

334-B地区 第２Ｒ第３Ｚ ゾーンチェアパーソンを拝命しました L.日比野碩治郎です。 

７月のはじめに 世界大会に行ってまいりました。先輩方に大変なご指導いただきまして有難うござ

いました。大変な世界大会でした。 

ＺＣの仕事は皆さんご存知とおもいますが、ガバナーの基本方針を皆様に伝えて 

そしてクラブの皆様の声を ZCからガバナーにお伝えすることが私の仕事だと思います 

 今年度のガバナーの基本方針ですが、 

『グローバルアクションチームを理解し“ウィ サーブ”で正の連鎖を築こう、』 

ＧＭＴ・GＳＴ・ＧMT・ＦＷＴ これらの総称であるＧＡＴ運動の推進 

会員増強・指導力育成・LCIFへ献金・青少年健全育成を推進・臓器提供運動の推進 

そして多治見陶都ＬＣ会長がおっしゃった環境への取り組み  

それにそって是非１年間 クラブ活動していきたいと思います。 

334-B 地区では、クラブの皆さん利便性やシステム化を進めることで 今年度より名古屋にキャビ

ネットの固定事務局が開設されましたので 十分理解していただいてこれからの活動をよろしくお願

いします。正の連鎖広がっていくように、精一杯努力させていきたいと思います。 

９月４日 ガバナー公式訪問例会をセラミックパーク minoで予定しております。 

是非 皆さんご出席をお願いいたします。 

改めてお願いしまして私の挨拶とさせて頂きます。 

一年間よろしくお願いします。 

 

◎活動指針 会長 L.加納由喜 

  多治見ライオンズクラブは今年 60年をむかえます。それでまず最初にやらないといけないことは、

60 周年の式典を成功におさめるということになります。来年の 2 月の 8 日 場所はセラミックパー

ク mino で開催の予定です。それが第一です。第二は活動方針に入りますが、我々会長スローガ

ンといたしまして “次世代に繋ぐ礎 We Serve“ 多治見ライオンズクラブの次世代、我々は子供

達を守る そして活動方針といたしましては、3つの具体的な方針をうたいました 

一つ目は 受動喫煙から子供を守る 

二つ目は 子供の視力を守る 

そして 3つ目は薬物乱用から子供を守るでございます。 

そのなかで 2つほど大きな事業がこざいますのでご案内したいと思います。 



受動喫煙に関しましては 年間 6万人の子供達が世界中で命をおとしている。 

我々は啓蒙活動を行う予定です。 

多治見市保健センターと共催いたしまして、受動喫煙の講演会を開催をいたします。 

今年の 12月 1日(日)  バロー文化ホール 大ホールを予定いたしております。 

ゲストにタレントの山田邦子さんと 受動喫煙の専門でいらしゃる産業医科大学  大和教授をお

迎えして講演会でございます。 

大ホールと申しますと 1300名 動員をしなければなりません 

 2 つ目ですが 60 周年の記念事業がありますが、 今年多治見市に子供むけの視力の測定器を

贈呈いたします。なかなか子供は視力の検査を受けることはできない状況でございますので、そ

れを多治見市に寄贈して そしてそれを使いまして、今年の 10 月 14 日美濃焼卸センターで献

血のお手伝いをするのですが、その時に 献血会場の近辺で、たじみ岩瀬眼科の岩瀬愛子Ｌの

協力をあおぎながら、眼科検診を行いたいと思います。 

以上 2点が多治見ライオンズクラブの奉仕の一番大きなこととなります。 

 薬物乱用防止出前講座は すでに 2 校予定しておりますが、今後も出前講座の実施を多治見陶

都 LC様にもお願いしながら共催したいと思っています 

 最後になりますが、先程宮嶋会長からお話にありました 清掃活動でございますが、その主旨に

おおいに賛同することで 有志をつのりまして 10 月の清掃活動、我々馳せ参じる所存でござい

ますのでその節はよろしくお願いいたします。 

 以上簡単ではございますが、我々クラブの活動をお話させていただきました。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎活動方針 会長 L.宮島茂年 

 先程、方針については挨拶のほうで、おおよそお話いたしましたので 

 今日は、マイクロプラスチックについて、お話を進めたいと思います どこかで見たぞという人も多

いとはおもいますが、概略を説明いたします。まずマイクロプラスチックは 5ｍｍ以下の微細な粒

子です。有害なプラスチックは 海水中から吸着しやすい、魚や海鳥にとって有害で生態系もか

えていく 環境への影響が心配されます。主に石油で作られて、自然界で分解されないから、日

本はプラスチックを 5 割以上焼却し CO₂をなどを 放出しており 環境にも大きな問題となります。 

 プラスチックゴミは 1985～1915年の間で 6倍になり、回収不能になります。 

 一般に家庭から 化粧品、台所のスポンジ、コンタクトレンズ、養生シート、人工芝、三角コーン。 

 化学繊維の服は洗濯するだけでも 1日約 2000本のマイクロプラスチックが水に溶け出てしますそ



うです。 化繊の服が着れなくなってしまいますが、昔は綿とか麻だとか絹だとか天然繊維を使っ

ていました。 

  ゴミのポイ捨て、レジ袋とか、ペットボトルのお茶、弁当の容器、たばこのフィルターなど こういう

ものを捨てていくと劣化を繰り返して まき散らしていく。 

こういったものが 魚から人体に入ってくるようになってくる 

 マイクロプラスチック使用しているストローを、日本ではデニーズがストローを廃止した。バーミヤ

ンもストローを廃止、スターバックスもストローを廃止した。 

  最終的には 自然にかえる バイオマスプラスチックに変えていく 

  日本でも 燃やさずバイオマスプラスチックに変えて ゴミを減らすことが大切だと思います。 

   

 

◎年間行事発表 幹事 Ｌ.奥村真司 

◎年間行事発表 会計 L.児玉直樹 

         

◎出席報告    多治見 LC  幹事 Ｌ.奥村真司 

 

   実質出席人数  ５１名 

出席        ２９名 

   出席率      ５６.８％ 

 

◎出席報告   多治見陶都ＬＣ 会計 Ｌ.児玉直樹 

   総員    ４０名 

   出席    ２５名 

   欠席    １２名 

   出席率   ６２.５％ 

 


